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統計改革推進会議最終取りまとめ
（平成29年5月19日）（抜粋）

２．ＧＤＰ統計を軸にした経済統計の改善

（３）生産面を中心に見直したＧＤＰ統計への整備

② ＳＵＴ体系に移行するための基盤整備

関係府省は、サービス分野を含め経済・産業構造の現
状を的確に把握するため、以下に掲げる取組を本年度か
ら③のスケジュールに沿って順次進める。

・ 総務省は、来年度までに、サービス分野について用
途の類似性による基準を指向した生産物分類を整備す
る。また、2023年度までに、財分野についても上記基準
を指向した生産物分類の見直しを行うとともに、生産技
術の類似性による基準に配慮しつつ社会経済情勢に合
わせた産業分類の見直しを行う。



③ ＳＵＴ体系への移行に向けたスケジュールとリソースの
確保

内閣府は、2021年度に年次ＳＵＴの改善を図る。産業連
関表作成府省庁は、2020年を対象年次とする産業連関
表（2024年度公表予定）でサービス分野についてＳＵＴ体
系による作成等を進め、内閣府は、2025年度に予定され
る国民経済計算（ＳＮＡ）の基準改定で、副業の生産構造
や投入構造の把握改善による年次ＳＵＴの刷新に取り組
む。

産業連関表作成府省庁は、2025年を対象年次とする産
業連関表（2029年度公表予定）からＳＵＴ体系に移行し、
内閣府は、2030年度に予定されるＳＮＡの基準改定にお
いて、全産業の直接推計による年次ＳＵＴの構築に取り組
む。



（出典）統計改革推進会議最終取りまとめ参考資料（平成29年5月）より抜粋
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